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琉球列島の古鳥類相：化石記録から知る「やんばる」の価値
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洞穴や裂憐が発達していて，その充填堆積物から保存

の良い脊椎動物化石群の産出が知られている． しかも

こうした化石産地は更新世人類の産出でも有名で，ほ

ぼ完全な骨格「港川人」が発掘された沖縄島南部具志

頭村の港川フイツシヤー(SuzukiandHanihara,1982)

をはじめ，沖縄島と伊江島の各地や，宮古島上野村の

ピンザァブ洞穴などから，更新世末の人類化石が発見

されている（例えば楢崎他， 2000) 人類と生物相と

の関係を考察する上でも，琉球列島は好適な条件にあ

るといえるこうした化石群の調査は沖縄県内の研究

者や長谷川善和らによって1960年代後半から80年代に

かけて急速に進み，重要なコレクションが形成されて

いる．

筆者は鳥類について，そうしたコレクションに含ま

れる化石群を調査したことがある(Matsuoka,2000) .

その結果，現在は沖繩島ヤンバルや奄美諸島の森林に

限って生息する固有種が，かつては中部琉球全域と一

部南琉球までにも広い分布域を持っていたことや，動

物区系の境界に重要な種が，現在の分布から外れた化

石記録をもつ例が，明らかになっている．本論文では

これをもとに，鳥類相の歴史性について述べる． 「保

全」に対する提言ともなれば幸いである．

はじめに

本文は2002年11月2日，琉球大学において開催され

た化石研究会の例会（ミニシンポジウム「琉球列島の

脊椎動物の生態・生物地理とその変遷｣）において講

演した内容を収録するものである筆者は古鳥類学を

専攻しており，琉球列島の化石鳥類相には格別の関心

を持って研究を続けている．

九州と台湾とを飛び石のように結ぶ琉球列島は，生

物地理学上たいへん興味深い地域である．その陸上動

物相をみると，世界の動物地理区系における，旧北区

と東洋区の境界が認められる． また，奄美大島や沖縄

島北部ヤンバルの山地性森林地帯には，数多くの固有

種が生息している．一方現状は，生息地の破壊や移入

動物による稀少生物への食害など，人類活動に起因す

る危機に迫られている典型的な島環境であり，我が国

における生物多様性保全の最重要地点の一つに位置づ

けられる地域でもある．

保全とは，現在の状態をより良い姿で未来に残そう

とする活動である．筆者は古生物学の立場から，列島

の地史と動物相の「過去」の状態の情報を提出するこ

とで，生物相保全の論議に指針を与えられないかと考

えている．すなわち，生態学に由来する保全生物学で

はどうしても議論の起点が「今日」である傾向がある

が， より長時間の視点をもって，その成立・変遷史か

らそもそもの現世の状態を再評価する必要がある， と

思われるのである．過去から現在にかけて動物種の分

布域がどう変化したかを調査することで，はじめて地

域生物相の現実を理解することができ，そして｢未来」

を見通す基礎が形成されるはずである．

琉球列島には古生物学的研究にとってきわめて都合

の良いことに， 「琉球石灰岩_|が広く分布し，各地に

琉球列島の更新世化石動物相

琉球列島の地質を大局的に見ると，続成の進んだ先

中新統及びそれを基盤とする鮮新統島尻層群と，更新

統「琉球石灰岩」とに区分される．両者の違いは島の

地形にも顕著に現れ，前者は「高島」として河川に刻

まれた山地をなし，森林が発達する．後者は海抜

150m以下の「低島」となり, |逢起珊瑚礁である琉球

石灰岩は多孔質で，陸水は地下水系に通じる．
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琉球石灰岩中には多くの洞穴が発達し， また｜､うる

ま変動」と呼ばれる琉球層群堆積後のネオテクトニク

スを反映した裂緯も多い．裂擁は古期の石灰岩体にも

見られることがある． こうした空隙を堆種物が充填し

ていて，なかには脊椎動物の化石を豊富に含むものが

発見されている．

MatSumoto (1926)が初めて更新世の絶滅鹿を報告

したことなど戦前の重要な報告に加え, 1960年代以降，

人類化石が発見されたことを契機として，急速に琉球

列島における化石動物相の広がりが明らかになってき

た．大城・野原(1977)は沖縄県下各島のシカ化石産

地をプロットし，かつて中・南部琉球の全域にシカ類

が分布していたことを示した． 60年代後半から80年代

にかけて，沖縄島南部の港川フイッシヤー（高井・長

谷川, 1971;SuzukiandHanihara,l982),伊江島ゴヘズ

洞（伊江村教育委員会, 1978),石垣島石城山フイツ

シヤー群（沖縄県教育委員会, 1978) ,久米島~ド地原

洞（小野他, 1982) ,宮古島ピンザアブ洞（沖繩県教

育委員会, 1985)など主要な含化石堆積物の調査が進

んだ．化石産地は奄美諸島徳之島からも発見されてい

る（大塚他, 1980;TomidaandOtsuka, 1993) . これら

の含化石堆積物が形成されたのは，上記の諸研究で報

告された放射性炭素法による絶対年代値から，最終氷

期の極相期前後頃（およそ3万～1万数千年前）であ

ると考えられる．

化石群の分類学的研究にはまだ途上の問題も多い

が， きわめて重要な発見を含み、当時の動物相の広が

りが復元される． まず，先述のように中一南部琉球の

先完新世の動物相には， シカ類が特徴的である． リュ

ウキュウジ力αγ""s“〃"“"がもっとも普遍的で， こ

れに沖縄諸島ではリユウキュウムカシキヨン

Dicγひ"γ"SSp・が伴う （長谷川, 1980)徳之島ではリ

ュウキュウジ力と， アマミノクロウサギの化石が発見

されている(TomidaandOtsuka,1993).

宮古島の古動物相には他の地域から断絶した要素が

支配的で， シカ類では他の島喚で産するリュウキュウ

ジ力は含まれず， ミヤコノロC""0ﾉ"s〃たz""ZgIziのみ

が知られている（頚・長谷川, 1985) .宮古島の化石

群はノロジカの他にも大型のイノシシ（林, 1985ｩ川

島他, 1985),ハタネズミ類（金子, 1985;Kanekoand

HaSegawa,1995) ． ツル（小野・長谷川, 1985), ヒキ

ガエル（野苅家・長谷川, 1985)などが旧北区系で，

列島の中で異質である． また宮古島からは，現在中部

琉球に固有なケナガネズミや， イリオモテヤマネコと

の関連が興味深いヤマネコ化石など，興味深い化石の

産出がある（長谷川, 1985) (宮古島のノロジカ化石

の学名については，初めにYOtsuka (1941)がC.

#0ﾙ""""と命名したが， これを無効とし新たにC.

醜抑肋e"sisとして記載したHOtSuka (1973:in長谷川

他, 1973)の命名が引用されることが普通である（高

棄他, 1999) しかし当時の慣例から判断してY.

OIsuka (1941)の記載は有効であると思われるので，

ここではC. /ohz"2噌鰄を使用した．

先述のように大規模な発掘調査は80年代までのこと

であり筆者は経験していないが，化石は含化石堆積物

の洗浄・箭選によって微細なものまで回収されており

(例えば長谷川, 1985),現在沖縄県立博物館などに所

蔵されている標本群には，サンプリングによる情報欠

如は生じていないと考えられる．すなわち，堆積物中

に保存された化石情報は漏らさず回収されている． と

くに港川フイツシヤー(Tsuchi, 1982)など術造運動

による開裂性裂簿の場合は，地表に生じたクレバスに

動物が落ち込んでそのまま埋積されたことによって含

化石堆積物が形成されているので，その化石群は周辺

地域の地上性動物群を良く反映していると考えられ

る．

筆者はこうした化石群中の鳥類化石を調査したが，

その際，加えて，沖縄島では港川人の発見者として有

名な故大山盛保氏とそのご家族や喜舎場朝敬氏のよう

に．地域の化石産出例に精通された方々が活躍されて

いるので，大山盛保氏のご長男盛弘氏と喜舎場氏（共

に那覇市）には,所蔵標本の調査をさせていただいた．

これにより，沖縄島内の化石動物相を面的に検討する

ことができた．

最終的に，筆者が調査したのは，沖繩島各地・伊江

島・久米島・宮古島・石垣島から産出した．計約2000

点の鳥類化石である． ここから種レベルまで同定でき

た約1000点をもとにして，更新世末の古鳥類相を復元

した(Matsuoka,2000) . これまでに12目18科に属する

45種が同定されているが， ここでは動物地理学的に興

味深い発見例について紹介する．

化石記録が示す，縮小した分布域

1 ：固有種の化石記録から

琉球列島には，ヤンバルクイナ，アマミヤマシギ，

ノグチゲラ，オオトラツグミ，ルリカケスの， 5種の

固有種が生息する(TheOrnithologicalSocietyofJapan,

1974;奄美野鳥の会, 1997) .いずれも中部琉球（奄

美諸島と沖縄諸島）に生息地が存在するが，他の四足

動物では同一の固有種が中部琉球を通じて分布する傾

向があるのに対して，鳥類では奄美諸島（ルリカケス，

オオトラツグミ．どちらかといえばアマミヤマシギも

こちら）と沖縄島ヤンバル（ノグチケラ、ヤンバルク

イナ）とに分布域が分かれており．独特の謎となって

きた． しかしいずれの種も，現在の分布地の外で化石

記録が得られ， もともとの分布域は今日の様子とは異
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なっていたことが明らかになった．以下順次各種の化

石記録を挙げる． 擬難潔､A懸
再jimﾕ15

毎委′

難
鍵

菰索

懲
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ヤンバルクイナG""”""SOﾙj""""(クイナ科）

現在の分布：沖縄島ヤンバルの固有種．山地の谷筋

に多いようであるが，林縁から農耕地にも出現する

無飛翔性の鳥で，地上で小動物を補食する

化石記録：沖縄島内とくに南部のフイッシャー堆

積物から普通で，港川フィッシャーからは幼鳥のもの

を含む大量の化石が得られた．

付記：ヤンバルクイナは1981年に新種として記載さ

れたが(YamashillaandMano, 1981),沖縄島の化石群

中に新種の無飛翔性クイナが存在することは， 70年代

すでに長谷川善和とStoITsOIsollの共同研究によって

明らかになっていた(OIson, 1977) 化石がヤンバル

クイナと同定されたのは，本種の骨格標本が作製され

てからである（松岡, 1997) .

ヤンバルクイナの祖先種はフィリッピン・セレベ

ス・ニューギニアなどに分布するムナオビクイナ

Gα"”""s勿呵“"sである．ムナオビクイナは飛翔性

で，沖縄に飛来したものが，肉食獣のいない環境で無

飛翔化し，ヤンバルクイナに進化した．この特性から，

琉球列島の他の固有種と異なった起源を持っていてよ

い．他の固有種は奄美と沖縄の両諸島間に共通して分

布する傾向があり，それらは一連のI踊離地塊である中

部琉球に「古固有」を示しているものと考えられる．

しかしヤンバルクイナのみは，沖縄島に「新固有」に

よって生じた新しいメンバーであって，現時点では奄

美諸島での調査が不十分なため断言はできないが，そ

の起源（ムナオビクイナの飛来）は中部琉球の奄美・

沖縄両諸島への分裂の後であった可能性が高い．

j 北部琉球
○

カブ,列島9－一一一一渡瀬線

蟹‘
も奄美諸島
』

。 中部琉球
ゴヘズ洞

沖縄諸島

ドゾ
下地原洞背

ク原

港川ブイ ツシヤー☆

、?～蜂須賀線

八重山賭島

鳥類化石の産出地点． （図中の黒丸点)．主だったものに

は産地名を付して示す．産地名の肩にアストリスクのつ

いたものは，人類化石が共産していることを意味する．

網部は水深100m以浅のところ．

図1

アマミヤマシギS""""/a（シギ科）

現在の分布：中部琉球の固有種．奄美大島とその周

辺を分布の中心として，冬季沖縄諸島に飛来するもの

がある．確実な繁殖地は奄美大島や徳之島であるが，

一部沖縄島ヤンバルでも繁殖しているらしい．森林の

発達する島・地域に限って生息し，沖縄島ではヤンバ

ルのみに分布する．主に夜行性で，森林や農耕地の地

上で小動物を補食する．

化石記録：宮古島ピンザアブ洞から多数の化石が得

られており，かつては中部琉球の外にも分布したこと

が知られる．沖縄島では全島的に化石が産出するが，

とくに港川フイッシヤーでは大量の化石が得られた．

また港川フィッシャーでは，化石群中に化骨の程度が

低くて，巣立ち直後の状態を示す化石も発見された．

これは当時近隣で繁殖していたことの証拠となる．

付記：化石のアマミヤマシギは現生個体群よりも骨

格各要素が数％大きい． この特徴から，長谷川・松岡

(2002）は更新世末のアマミヤマシギに対して「オオ

ヤマシギ］と呼ぶことを提案した． この名はまた，港

川人の発見をはじめ沖縄の古生物・古人類研究に偉大

な功績を残された故大山盛保氏の名を頂くものであ

る．ただし「オオヤマシギ」は通称であって正式に記

載されたものではなく，その分類学的な位置づけにつ

いては検討継続中である．

ノグチゲラS""叩幼O""z""〃（キツツキ科）

現在の分布；沖縄島，名護市以北のヤンバルイタ

ジイの枯死木などに巣穴を掘るため，ある程度の古木

が含まれる森林でなければ繁殖できず，沖縄の鳥類で

最も絶滅が危ぶまれている種である．

化石記録：沖縄島中部の石川市伊波城フイッシャー
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的に中古生界からなっており，新期に海水準下に没し

ていたことはない． また水系や土壌など植生の発達に

適した環境にあり，地表面から原生林が失われたこと

はないと考えられる． よって，奄美大島やヤンバルは

固有生物相の核であり，現在の分布は，過去は広大で

あったものから縮小した「古固有」を示すものと考え

るのが妥当であろう．

から，完全な上腕骨1点．

付記：ノグチゲラは固有の属に分類される「稀鳥」

であるが，形態（色彩）上の特異性とは別に，奄美大

島に生息するオーストンオオアカゲラとの近縁性が予

想される．すなわち，通常オーストンオオアカケラは

オオアカケラル"(i7Dc"os"z"0/osの亜種とされている

が， これはオオアカケラから独立させ， ノグチゲラと

共にその姉妹群であると考えるのが．他の琉球列島の

固有種の分類学的特性からも，妥当である．はじめに

琉球列島（主に中部琉球）地域の個体群がメインラン

ドのオオアカケラから隔離されて固有の種となり，そ

の後奄美と沖縄が隔てられた後の，奄美の個体群がオ

ーストンオオアカケラであり，そして沖縄の個体群に

は極端な暗色化が生じて， ノグチケラの姿になったと

推察される．

2 ：東洋区系鳥類の化石

琉球列島のもう一つの動物地理学的特徴は，その間

に東洋区の北限として東洋区と旧北区の境界が認めら

れることである．その認定には分布する種の類縁によ

るのであるが， ここでもまた鳥類は，他の陸生脊椎動

物と異なった線引きがきれてきた歴史がある．哺乳

類・爬虫類・両生類では，中部琉球と北部琉球（大隅

諸島） との間， トカラ海裂に境界が認められている

｢渡瀬線」である．

鳥類ではしかし，沖縄諸島と宮古の間に「蜂須賀線」

が引かれてきた．その理由は2つあり，一つは，典型

的な東洋区系の種がどこまで分布するかという動物地

理学的なアプローチで，他の脊椎動物と違って飛翔能

力を有する鳥類では重要視されている．蜂須賀線の名

の元にもなっているHachisuka (1926)以来，東洋区

系の鳥類が南琉球を北限として生息することから， こ

こが東洋区一旧北区境界とされた． もう一つは分類学

的なアプローチで，中部琉球の固有鳥類（ルリカケ

ス・ノグチゲラ・アマミヤマシギ）を山階(1955)が

旧北区系の鳥としたためである． しかしこの点につい

ては，森岡(1974)が，大きくは旧北区系であっても．

もっとも近縁な種ないし個体群は東洋区に分布するも

のであることを指摘しており， きわめて重要である．

また前者の理由についても，その後の観察記録の増加

によって，この境界は厳密なものではないことが認識

されるようになっている．

こうした現状をこれまでは，琉球列島は東洋区と旧

北区との「移行帯」であるととらえ，地史を勘案した

包括的な理解をしようとはしていなかったといえる

これに対し興味深い鳥類化石の産出例を挙げる

オオトラツグミ Zbo""'zz"""(ヒタキ科）

現在の分布：奄美大島と加計呂麻島の原生的照葉樹

林に限られる．地上でミミズや昆虫をなどを採餌する

ようであるが，詳しい生態は不明． きわめて数が少な

く，現在，琉球列島を通じて最も絶滅が危倶される種

といえる．

化石記録：沖縄島南部港川フィッシャーから，ほぼ

完全な烏口骨1点．宮古島ピンザアブ洞から，不完全

な手根中手骨1点．

付記：現生オオトラッグミの骨学的標本が存在しな

いため，化石を直接比較することはできていない． し

かしその特徴から大型ツグミZり0"彫池属には間違いな

く，オオトラッグミを除くと最大の種であるトラツグ

ミZ00"I""d"""αと比較してより大きいため，本種に

同定した．

ルリカケスGα"""心〃"〃（カラス科）

現在の分布：奄美大島とその近隣の島膜の固有種．

かつては徳之島にも生息したとされるが，現在では見

られない．森林性で，二次林にもすむ．樹上性である

が，地上でも採餌する．

化石記録：沖縄島南部の港川フイッシャーから9点

(最小個体数2）発見された．

付記：ルリカケスの骨はカケスGα〃"ﾉ"sglα"d""s

と比べるとやや大きく， また全体にふくらみのある点

で骨学的に明瞭に区別できる

オオクイナRa"〃αg"γ産0"oid9s (クイナ科）

現在の分布：東洋区系の鳥で，台湾・フィリッピ

ン．カリマンタンなどと南アジアの一部国内では長

らく八重山諸島に限定して分布するとされてきたが，

近年宮古島や，沖縄島北部でも生息が確認された．

化石記録：石垣島石城山フイッシヤーと，沖縄島南

部知念町上クルク原フイッシヤーから産出．上クルク

原で発見された化石は幼鳥のものであり，沖縄島にお

ける本種の繁殖の証拠としてきわめて重要である．

化石記録の特徴

以上5種の固有種の化石記録は，いずれも現在の分

布地の外から知られた． この場合，理論的には，過去

の分布地から現在の生息地へと移住した可能性もあり

得る． しかし奄美大島や沖縄島ヤンバルの地質は基本
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付記：今日では沖縄島でも確認されているのでその

意義は薄らいでいるが， オオクイナはHachisuka

(1926)が「典型的な東洋区系の鳥」として挙げ，南

部琉球と中部琉球の間に東洋区一旧北区境界が引かれ

る根拠の一つになった種である．その繁殖の証拠が沖

縄島から確認されたということは，蜂須賀線の意義に

再考を求めることになる．

中での，純粋な環境変化による影響である．最終氷期

の終末は急激で，海水準の急上昇をもたらした．海底

に没した陸棚部に生息していた個体群が消滅すること

で，生息地が分断・狭小化された． さらに海流やグロ

ーバルな気象が変化し，植生にも影響したことが考え

られる．

しかし私は，それよりも深刻であったのは，人類活

動による環境擾乱の影響であったのではないか， と思

っている理由の一つは，太平洋の多くの島|腿で報告

されている， 人類が島へ到来したことによって引き起

こした島環境の擾乱によって，鳥類相が大規模に減退

した事実である（例えばOIson, 1990) .

琉球列島でも関連した現象が知られ，伊江島ナガラ

原西貝塚から出土した鳥類遺骸群集には，コアホウド

リ〃0"z""""'"”α伽〃s ・ハシポソミズナギドリ

PI""z's彫れ"”s"応･ウミウ研α""り"？tx"β雌沈""0sz鱈・

ハシブトガラスCoγ""s〃"cγ0吻卸c/iosの大型亜種，が

報告されている（長谷川・小野, 1979) 現在の琉球

列島では， ウミウは冬期飛来するものが若干あるが，

いずれも基本的に見られない種亜種である．アホウ

ドリ類を捕獲するには，営巣のため上陸する繁殖期以

外はきわめて困難なので，貝塚からの出土は繁殖地が

近隣に存在したことを示していると考えられる．ナガ

ラ原西貝塚の年代は約2000年前で(伊江村教育委員会，

1979), これらの鳥類はこの二千年の間に沖縄周辺か

ら消滅したことになる、 ここから間接的ではあるが，

固有種群や東洋区系極でも,分布域の狭小化は完新世，

しかもかなり最近に生じたことであると推察されるの

である.そして完新世の自然を改変する最大の営力は，

人類活動の上昇である．

もしも，化石記録と現在の分布とのギャップが，完

全に更新世末の自然要因によるものであるとしたら，

次の氷期が到来するときには鳥類相はまた更新世と同

様の広がりを持つ（例えば沖縄島南部でヤンバルクイ

ナが走り回りルリカケスが舞う）ことになる， しかし

実際には，現在そこは人類の生活圏となっており，そ

のようなことはあり得ない．少なくとも，人類活動は

生物相を押しやっている， ということができる．

鳥類は，生態系の上位にあり環境変動の影響を受け

やすく，生息地の環境擾乱に際しては真っ先に姿を消

してしまう，文字通りの「炭坑のカナリア」である．

ひるがえっては，ヤンバルや奄美の森林は，オリジナ

ルの琉球生物相の最後の砦， カナリアの避難場所なの

である．その保全には格別の配慮をもってあたるべき

で，それはむしろ人類の責務である， と思われてなら

ない．

アカチャゴイ必c"comx"/edo"/cMs (サギ科）

現在の分布：南太平洋の島蝋とオーストラリアの周

辺に広く分布し，マングローブ林に生息する．国内で

は，小笠原諸島が最北端の分布地であったが, 1889年

の記録を最後に絶滅した．太平洋西縁部では，台湾に

は生息せず，フィリッピンを北限とする．

化石記録：沖縄島南部，港川フィッシャーから． こ

れは琉球列島の化石鳥類の中で，化石産出地点が現在

の分布地と最も遠く離れている記録である

付記：本種の標準和名として「ハシブトゴイ」が用

いられているが， これは本来小笠原の亜種〃c，

cγαssi"s"iSに対する和名であり，種の和名としては英

名RIIfblIsNightHeronの訳としてアカチャゴイを提唱，

使用する．

化石記録の特徴

オオクイナとアカチャゴイは共に，現在の分布パタ

ーンよりも北方から化石が産出した例である．重要な

ことはその年代が更新世末の最終氷期極相期頃である

点である．現在はグローバルに当時よりも温暖である

のに，これに反して，南方系の鳥類の分布域が南下し

ていることになる．

蜂須賀線は， このようなねじれ現象のもとでのこと

であり， ここに動物区境界を引くことに本質的な意義

はないと考えられる．分類学からのアプローチでも，

森岡(1974)の指摘やヤンバルクイナの発見など，山

階(1955)の包括的な旧北区起源論を見直す知見が重

ねられている．ヤンバルクイナは明らかな東洋区系の

メンバーである．鳥類の固有種も他の四足動物と同様

の地史的起源を持つと考えると，鳥類についてもその

東洋区一旧北区境界は渡瀬線であると認定するのが妥

当と考えられる．

｢最後の砦」である森林環境

以上紹介してきた，固有種各種と東洋区系鳥類の化

石記録は共に，現在の分布パターンが化石記録で知ら

れる更新世末の広がりよりも，縮小・断片化している

という点で共通している

この原因は何であろうか． まず考えられることは，

化石群の年代から，更新世末から完新世に移り変わる
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